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要旨
2022年 9 月17日に愛知県森林公園の展望台駐車場脇の路上で死亡していたタヌキ Nyctereutes 

procyonoidesの胃内容物に，昆虫，節足動物，鳥類ならびにカキノキ Diospyros kakiおよびアオモジ 
Litsea cubebaの種子が認められた．森林公園周辺では近年野生化したアオモジの生育拡大が確認されて
おり，タヌキがこの果実を餌資源として利用し，種子散布に関与している可能性が示唆された．

はじめに
種子散布には様々な様式が知られているが，その一つ

に動物に食べられることによって果実や種子が運ばれる
被食型の動物散布があり，この場合の散布者は主に鳥類
と哺乳類であるとされている（岡本・湯本，1994）．ア
オモジ Litsea cubebaはクスノキ科の落葉小高木で， 8
月から10月頃にかけて液果を付け，その種子は主にヒヨ
ドリ Hypsipetes amaurotisやメジロ Zosterops japonicus
などの鳥類によって散布されている（橋本ほか，2003；
白佐ほか，2005）．一方，アオモジを哺乳類が散布した
という例はあまり知られていない．今回，愛知県森林公
園付近で死亡していたタヌキ Nyctereutes procyonoides
の胃内容物にアオモジの種子が認められたことから，タ
ヌキが散布に関与している可能性が示唆されたため，こ
れについて報告する．

死亡個体の入手経緯
2022年 9 月17日，愛知県尾張旭市にある愛知県森林公

園の大道平池に面する展望台駐車場脇の県道75号上にお
いて， 1 頭のタヌキが死亡しているのが発見され，その
場で回収された．この付近では1970年代頃から野生化し
たアオモジの生育が確認されており（村松，2015），今
回のタヌキの発見場所は最もアオモジの株数が集中して
いる場所から直線距離にして500 m程の場所であった

（図 1 ）．この個体は，なごや生物多様性センター（以下，
センター）に持ち込まれ，剖検まで冷凍庫に保管された．

剖検結果
死亡個体について，外部形態計測および剖検を実施し

た．この個体は雄で，体重が2,280 g，頭胴長が479 mm，
尾長が152 mm，後足長が100 mm，耳長が42.6 mmで
あった．一般的なタヌキの成獣の計測値（Saeki，2009）
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と較べると，いずれの計測値も平均値をやや下回ること
から，その年生まれの若い個体であると推察された．後
の骨格標本作製時に，頭部および左側後肢の骨に外傷性
の損傷が認められたことから，ロードキル個体であると
考えられた．胃の内容物を 1 mmメッシュの金属フルイ
で水洗選別したところ，昆虫，節足動物，鳥類の断片（羽
毛および骨片）ならびに 2 種類の種子が認められた（図
2 ）．このうち目レベル以下まで同定できたものは，昆
虫のバッタ目の一種 Orthoptera sp.，節足動物のトビズ
ムカデ Scolopendra mutilans，植物の種子のカキノキ 
Diospyros kakiおよびアオモジであった．確認された胃
内容物については液浸標本としてセンターに保管した．
また，剖検後に毛皮標本（仮剥製標本）および骨格標本
を作製し，同様に保管を行った．

考察
タヌキは好機主義的雑食性で，果実や無脊椎動物，小

型の脊椎動物を中心に採餌するとされている（Saeki，

2009）．今回の発見個体の胃内容物もこの傾向と概ね一
致していたが，種子の中にアオモジが含まれていたこと
が特に注目された．アオモジは愛知県内では逸出種とさ
れ，小型（ 5 ～ 6 mm径）で目立つ色（黒紫色）の果実
を 8 ～10月頃に一斉に付け（米倉，2015），その果実は
小型の鳥類によって採餌され，種子が新天地に運ばれる
ことが知られている（橋本ほか，2003；白佐ほか，
2005）．また，アオモジの果実にはアリを誘引する付属
体があり，アリによる散布もあるという（中西，1988）．
一方，タヌキを含む哺乳類がアオモジの果実を採餌し，
その種子を散布したという事例は，著者が知る限り報告
されていない．森林公園付近では，近年野生化したアオ
モジが急激に分布を拡大しており，2013年時点では公園
周辺の約 3 km2内に約730株の生育が確認されている（村
松，2015）．これらの株は道路に沿って，狭い範囲に密
生して生育していることから，鳥類ではなく，落果また
は風によって種子が散布されたのではないかと推察され
ている（村松，2015）．今回，アオモジの株から近接し

図 1 ．愛知県森林公園付近におけるアオモジの分布およびタヌキ死亡個体の発見場所．
　　　 黒丸は果実を付けていないアオモジの株（雄株），白丸は果実を付けたアオモジの株，黒枠脇の数は株数，矢頭はタヌキの発

見場所をそれぞれ示している．アオモジの分布は村松（2015）の図 1 から抜粋した．
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た場所で発見されたタヌキにおいて，果実が成熟する 9
月中旬にまとまった数（16粒）の種子が検出されたこと
から，このタヌキがアオモジの果実を採餌していたこと
が明らかとなった．タヌキはカキノキなどの大型で多肉
の果実に加えて，小型で目立つ果実を好んで採餌する傾
向があること（高槻，2018）を考慮すれば，森林公園付
近に生息する他のタヌキもアオモジを餌資源として利用
していても全く不思議ではない．またタヌキは複数の個
体が決まった場所に排泄をする「ため糞」という習性が
あり，糞場でアオモジの種子が発芽して成長し，そこを
起点に分布を拡大してきたと考えれば，アオモジの株が
狭い範囲に密生して生育しているという現状とも矛盾が
ない．したがって，森林公園周辺におけるアオモジの種
子散布には，タヌキが関与している可能性が示唆された．
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